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(57)【要約】
　複数の発光ダイオード５を駆動させるための装置及び
方法に関する本発明の課題は、効率を損なうことなしに
及び／又は高調波成分を増大させることなしに、複数の
ＬＥＤ５をより良好に駆動させる装置及び方法を提供す
ることにある。装置に関するこの課題は、１つの電子ス
イッチ２０と直列回路を成す１つのコンデンサ１７が、
１つの第１セグメントＬＥＤ－Ｓ１の１つの端部７と前
記定電流源８との間に配置されていて、前記コンデンサ
１７の１つの第１端子が、前記端部７に接続されていて
、前記コンデンサ１７の１つの第２端子が、前記電子ス
イッチ２０に接続されていること、前記電子スイッチ２
０が、当該駆動のために１つの制御装置２４に接続され
ていること、前記コンデンサ１７の前記第２端子が、１
つの別の電子スイッチを介して前記定電流源８に接続さ
れていて、前記第１セグメントに後続する１つのセグメ
ント６の１つの端部７に接続されていること、及び、前
記別の電子スイッチが、当該駆動のために１つの別の制
御装置に接続されていることによって解決される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力交流電圧が印加可能である１つの入力部（２）と、複数の発光ダイオードを駆動さ
せるための装置（１）の複数の出力部（３）に接続されている、直列に接続された複数の
ＬＥＤ（５）から成る１つのアレイ（４）とを有する、複数の発光ダイオード（５）を駆
動させるための当該装置（１）であって、このアレイ（４）は、少なくとも２つのセグメ
ント（６）に分割されていて、このアレイ（４）の各セグメント（６）が、１つの端部（
７）によって１つの定電流源（８）に少なくとも間接的に接続されている当該装置（１）
において、
　１つの電子スイッチ（２０）と直列回路を成す１つのコンデンサ（１７）が、１つの第
１セグメント（６）の１つの端部（７）と前記定電流源（８）との間に配置されていて、
前記コンデンサ（１７）の１つの第１端子が、前記端部（７）に接続されていて、前記コ
ンデンサ（１７）の１つの第２端子が、前記電子スイッチ（２０）に接続されていること
、
　前記電子スイッチ（２０）が、当該駆動のために１つの制御装置（２４）に接続されて
いること、
　前記コンデンサ（１７）の前記第２端子が、１つの別の電子スイッチを介して前記定電
流源（８）に接続されていて、前記第１セグメントに後続する１つのセグメント（６）の
１つの端部（７）に接続されていること、及び
　前記別の電子スイッチが、当該駆動のために１つの別の制御装置に接続されていること
を特徴とする装置（１）。
【請求項２】
　１つの電子スイッチ（２７）と第２の直列回路を成す１つの第２コンデンサ（１８）が
、後続する１つのセグメント（６）の１つの端部（７）と前記定電流源（８）との間に配
置されていることを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　複数の発光ダイオードを駆動させるための方法であって、当該方法では、直列に接続さ
れた複数の発光ダイオード（５）から成る１つのアレイ（４）が提供され、このアレイ（
４）は、複数のセグメント（６）に分割されていて、各セグメント（６）が、複数の発光
ダイオードを有し得、且つ１つの第１端子と１つの第２端子とを有し、
　これらのセグメント（６）が、整流された１つの入力交流電圧（ＶＤＣ）の振幅に応じ
て順々に接続されて遮断されるように、このアレイが、当該整流された入力交流電圧（Ｖ
ＤＣ）によって駆動される当該方法において、
　前記入力交流電圧（ＶＤＣ）が、プリセットされた１つのスイッチングしきい値（３２
）を超えたときに、少なくとも１つのコンデンサ（１７）の充電動作が、前記入力交流電
圧（ＶＤＣ）によって充電されるように開始されること、及び
　前記入力交流電圧（ＶＤＣ）が、１つの第２スイッチングしきい値（３３）を下回った
ときに、前記コンデンサ（１７）が、１つのセグメント（６）を通じて放電されることを
特徴とする方法。
【請求項４】
　前記スイッチングしきい値（３２）は、前記第２スイッチングしきい値（３３）より高
い前記入力交流電圧（ＶＤＣ）の電圧値に存在することを特徴とする請求項３に記載の方
法。
【請求項５】
　前記コンデンサ（１７）は、前記セグメント（６）内に配置された複数のＬＥＤ（５）
の一部だけを通じて放電することを特徴とする請求項３又は４に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、入力交流電圧が印加可能である１つの入力部と、複数の発光ダイオードを駆
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動させるための装置の複数の出力部に接続されている、直列に接続された複数のＬＥＤか
ら成る１つのアレイとを有する、複数の発光ダイオードを駆動させるための当該装置に関
する。これらのＬＥＤは、少なくとも２つのセグメントに分割されている。このアレイの
各セグメントが、１つの端部によって１つの定電流源に少なくとも間接的に接続されてい
る。
【０００２】
　さらに、本発明は、複数の発光ダイオードを駆動させるための方法に関する。当該方法
では、直列に接続された複数の発光ダイオードから成る１つのアレイが提供される。この
アレイは、複数のセグメントに分割されている。この場合、各セグメントが、複数の発光
ダイオードを有し得、且つ１つの第１端子と１つの第２端子とを有する。この場合、これ
らのセグメントが、整流された１つの入力交流電圧（ＶＤＣ）の振幅に応じて順々に接続
されて遮断されるように、このアレイが、当該整流された入力交流電圧（ＶＤＣ）によっ
て駆動される。
【背景技術】
【０００３】
　ＬＥＤ（発光ダイオード）が、照明の目的で益々使用されている。何故なら、当該ＬＥ
Ｄは、白熱電球又は蛍光灯のような、従来の照明手段に比べて多くの利点、特により少な
いエネルギー消費及びより長い寿命を有するからである。当該ＬＥＤの半導体に特有の電
流電圧特性に起因して、ＬＥＤを定電流によって駆動させることが有益である。
【０００４】
　それ故に、ＬＥＤを有する照明手段を商用電源網から駆動させる場合、１つのＬＥＤ当
たり一般に３…４Ｖの低い電圧を有する必要な一定の直流電流を、例えば２３０ＶＡＣで
あり得る高い供給交流電圧から生成するためには、回路技術的な対抗措置を取る必要があ
る。この場合、一般に、これらの値は、いわゆる白色ＬＥＤに対して適用され、その他の
ＬＥＤに対しては異なり得る。
【０００５】
　広く使用されている、多くの場合に整流器とスイッチング電源とから構成されるいわゆ
るＡＣ－ＤＣコンバータのほかに、直列に接続された複数のＬＥＤから成る１つのアレイ
が、１つ又は複数の線形電流源を介して、整流された交流電圧から直接に駆動される方法
が公知である。
【０００６】
　この装置は、「ダイレクトＡＣ　ＬＥＤ」とも呼ばれる。さらに、好ましくは、ＬＥＤ
アレイが、複数のセグメントに分割され得る。これらのセグメントは、瞬時交流電圧に応
じて個々に又は順々に接続されるように通電される。当該直列に接続された複数のＬＥＤ
の数、すなわち全てのＬＥＤアレイの順方向電圧が、電源電圧の振幅の大部分に一致する
ように、当該直列に接続された複数のＬＥＤの数、すなわち全てのＬＥＤアレイの順方向
電圧は構成される。当該電源電圧の振幅の大部分は、例えば、電源電圧の振幅の８０～９
０％の範囲内にある。
【０００７】
　したがって、当該線形電流源に対する電圧降下が低く保持される。その結果、効率が比
較的高くなる。より低い瞬時電圧の場合、装置側の複数のＬＥＤのセグメント化に応じて
、ＬＥＤアレイの一部だけが、対応する電流源に対する比較的僅かな電圧降下によって同
様に駆動される。これにより、電源の半周期内の導通角が広がる。その結果、より均一な
光が放射される。「力率」を大きくするため、すなわち供給電流の高調波成分を減少させ
る　ため、当該１つの線形電流源又は複数の電流源の電流が、瞬時電源電圧に応じて任意
の方法で変調され得る。
【０００８】
　ＡＣ－ＤＣコンバータの使用に比べてこの公知の方法の利点は、駆動電子装置のより小
さい構造及びより少ないコスト並びに当該装置のより良好なＥＭＣ挙動（ＥＭＣ＝電磁環
境適合性）である。何故なら、急激なスイッチングエッジが発生しないからである。
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【０００９】
　基本的な欠点は、２倍になった電源周波数によって放射する光の大きいリプルにある。
当該大きいリプルは、敏感な人にとっては目障りと感じる。複数のＬＥＤの一定の通電時
にも、ＬＥＤアレイ内に配置された複数のセグメントより少ないセグメントが作動してい
るときは、発光量が減少する。
【００１０】
　ＬＥＤアレイを駆動させる瞬時電圧が、当該アレイの第１セグメントの順方向電圧より
下に低下したときに、電流が零になる。すなわち、２つの電力需給ギャップが、各電源周
期ごとに発生する。これらの電力需給ギャップ内では、ＬＥＤが通電されない。著しく大
きい熱容量を有し、したがって供給された電力のリプルを減衰させる白熱電球のフィラメ
ントとは違って、ＬＥＤの発光は、ほとんど遅延なしに電流に追従する。特に、これらの
電力需給ギャップは、英語では“ｆｌｉｃｋｅｒ”と記される、不快と感じる「ちらつき
」又は「フリッカー」の印象を与え得る。
【００１１】
　当該駆動装置の回路技術的な欠点は、個々のセグメントのスイッチングしきい値が、各
セグメントのＬＥＤの数と実際の順方向電圧とに適合されなければならないことにある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】米国特許出願公開第２０１２０８１００９号明細書
【特許文献２】米国特許出願公開第２０１２０９８４４２号明細書
【特許文献３】国際公開第２０１２０８０８９０号パンフレット
【特許文献４】独国特許出願第１０２０１００４０２６６号明細書
【特許文献５】米国特許出願公開第２０１２２９９４８９号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　したがって、本発明の課題は、効率を損なうことなしに及び／又は高調波成分を増大さ
せることなしに、複数のＬＥＤをより良好に駆動させる、発光ダイオードを駆動させるた
めの装置及び方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　それ故に、発光ダイオードを駆動させるための装置では、１つの電子スイッチと直列回
路を成す１つのコンデンサが、１つの第１セグメント（例えば、ＬＥＤ－Ｓ３）の１つの
端部と前記定電流源との間に配置されていて、前記コンデンサの１つの第１端子が、前記
端部に接続されていて、前記コンデンサの１つの第２端子が、前記電子スイッチに接続さ
れていること、前記電子スイッチが、当該駆動のために１つの制御装置に接続されている
こと、前記コンデンサの前記第２端子が、１つの別の電子スイッチを介して前記定電流源
に接続されていて、前記第１セグメントに後続する１つのセグメント（例えば、ＬＥＤ－
Ｓ４）の１つの端部に接続されていること、及び、前記別の電子スイッチが、当該駆動の
ために１つの別の制御装置に接続されていることが提唱される。
【００１５】
　図７に示された回路例に関しては、電子スイッチＴＣＣが接続されると、コンデンサＣ
ＥＲが、入力交流電圧ＶＤＣの入力部の経路と、ＬＥＤセグメントＬＥＤ－Ｓ１と、前記
コンデンサＣＥＲ自体と、閉じられている電子スイッチＴＣＣと、定電流源ＩＬＥＤとを
経由して充電される。この定電流源ＩＬＥＤは、駆動装置１の入力部ＧＮＤとこの駆動装
置１のグランド電位とに接続されている。この充電動作は、前記入力交流電圧ＶＤＣがセ
グメントＬＥＤ－Ｓ１の順方向電圧を超えたときに開始する。前記コンデンサＣＥＲが充
電されると、このコンデンサＣＥＲと前記電子スイッチＴＣＣとの間のノードＶＣＥＲの
電位も上昇する。その結果、前記第１セグメントＬＥＤ－Ｓ１の端部と前記定電流源ＩＬ
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ＥＤとの間に配置された電子スイッチＴＣ１が遮断される。
【００１６】
　前記セグメントＬＥＤ－Ｓ１及びセグメントＬＥＤ－Ｓ２の順方向電圧が超えられるま
で、前記コンデンサＣＥＲの充電は持続される。この場合には、電子スイッチＴＣＣが開
かれ、電荷が、このコンデンサＣＥＲに保存される。
【００１７】
　前記電子スイッチＴＣＣを開くことが、「フリッカー値」を改善するために有益である
ものの、本発明自体を実施するために絶対に必要であるものではない。
【００１８】
　前記コンデンサＣＥＲに蓄積された電荷は、２倍になった電源周波数によって発生する
電力需給ギャップを埋めるために使用される。この電力需給ギャップは、入力交流電圧が
個々のセグメントの順方向電圧より下に低下したときに発生する。コンデンサＣＥＲに対
する電圧ＶＣＥＲが、１つのＬＥＤセグメントの順方向電圧より大きいように、上記ＬＥ
Ｄ駆動装置が構成される。当該電力需給ギャップでは、このコンデンサが、適切な電子ス
イッチ（ＴＥＲ）によって１つのＬＥＤセグメント（ＬＥＤ－Ｓ４）に接続されるか又は
このＬＥＤセグメント内の１つ若しくは複数のＬＥＤだけに接続される。この場合、コン
デンサＣＥＲが、このＬＥＤセグメント又はこのＬＥＤ若しくはこれらのＬＥＤを通じて
放電し、このＬＥＤセグメント又はこのＬＥＤ若しくはこれらのＬＥＤが発光する。従来
の技術によれば、光が放射されない電力需給ギャップの期間内の当該ＬＥＤの発光によっ
て、当該発光のリプルが改善される。
【００１９】
　別の構成は、複数のコンデンサを充電すること、すなわち電力需給ギャップ状況にある
複数のＬＥＤセグメント又は複数のＬＥＤに電圧を印加することを提唱する。この代わり
に、当該複数のコンデンサが、電力需給ギャップ中において、発生する電圧を上げるため
に順々に接続されることで、例えば、より高い順方向電圧を有する１つのＬＥＤセグメン
ト又は個々のＬＥＤが発光され得る。
【００２０】
　別の可能性は、放電電流回路内で電流制限装置又は電流制御装置を使用することにある
。したがって、１つのコンデンサ又は複数のコンデンサ内に蓄積されたエネルギーが、当
該電流制御装置の適合された構成によって均一に放電され、ＬＥＤの順方向電圧が、当該
均一な放電を許容するならば、当該蓄積されたエネルギーが、電力需給ギャップ中に完全
に放電される。さらに、当該装置によれば、ＬＥＤの明るさ及び発光期間の制御が可能で
ある。
【００２１】
　本発明の１つの構成では、１つの電子スイッチと第２の直列回路を成す１つの第２コン
デンサが、後続する１つのセグメントの１つの端部と前記定電流源との間に配置されてい
る。
【００２２】
　１つの第１コンデンサのほかに、１つの第２コンデンサが、上記ＬＥＤ駆動装置内に組
み込まれる。入力交流電圧ＶＤＣの振幅が十分に大きいときに、この第２コンデンサは同
様に充電される。この第２コンデンサは、複数のスイッチング素子の適切な回路配置によ
って電力需給ギャップ中に直列に接続される。この場合、これらのコンデンサに対する電
圧の合算値が、ＶＣＥＲ１＋ＶＣＥＲ２＝ＶＧＥＳになる。個々のコンデンサに対する電
圧ＶＣＥＲ１又はＶＣＥＲ２が、１つのＬＥＤセグメントの順方向電圧の大きさに到達し
ないときでも、このＬＥＤセグメントは、この対抗措置によって電力需給ギャップ中に駆
動され得る。
【００２３】
　この代わりに、この構成では、１つのＬＥＤセグメント内の１つのＬＥＤ又は複数のＬ
ＥＤだけが駆動されてもよい。
【００２４】
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　複数の発光ダイオードを駆動させるための方法では、前記入力交流電圧（ＶＤＣ）が、
プリセットされた１つのスイッチングしきい値を超えたときに、少なくとも１つのコンデ
ンサの充電動作が、前記入力交流電圧（ＶＤＣ）によって充電されるように開始されるこ
と、及び、前記入力交流電圧（ＶＤＣ）が、１つの第２スイッチングしきい値を下回った
ときに、前記コンデンサが、１つのセグメントを通じて放電されることが提唱される。
【００２５】
　前記方法は、充電された１つのコンデンサを１つのスイッチングしきい値より上で放電
することを提唱する。前記入力交流電圧と、１つの電圧値を予め割り当てられた前記スイ
ッチングしきい値とが比較され得る。しかし、前記方法は、この比較を必ずしも必要とし
ない。この代わりに、充電された１つのコンデンサの１つの端子を１つのＬＥＤセグメン
トの１つの端部に接続することによって、該当するスイッチング素子に対する順方向電圧
の到達後に、電流が、当該セグメント（ＬＥＤ－Ｓ１）自体と、このセグメント（ＬＥＤ
－Ｓ１）のその他の複数のスイッチング素子とに通電するだけではなくて、当該コンデン
サＣＥＲに対する充電電流も生成されることが達成される。このために、前記セグメント
（ＬＥＤ－Ｓ１）の端部が、閉じられている１つの電子スイッチ（ＴＣ１）を介して１つ
の定電流源ＩＬＥＤに接続されている。これに対して並列に、当該コンデンサＣＥＲも、
閉じられている１つの電子スイッチＴＣＣを介してこの定電流源ＩＬＥＤに接続されてい
る。前記電子スイッチＴＣ１と前記電子スイッチＴＣＣとを適切に制御することによって
、後続する複数のＬＥＤセグメント（ＬＥＤ－Ｓ２，ＬＥＤ－Ｓ３，…）も、入力交流電
圧ＶＤＣの上昇につれて駆動され得ること、及び、電荷が、前記コンデンサＣＥＲに保持
され得ることが保証される。
【００２６】
　前記入力交流電圧ＶＤＣが、上記方法の実行前にプリセットされる１つの第２スイッチ
ングしきい値より下に低下したときに、充電されている前記コンデンサＣＥＲの電荷が、
前記１つのＬＥＤセグメントの複数のＬＥＤを通じて放電し、これらのＬＥＤが、この放
電電流によって発光するように、充電されている前記コンデンサＣＥＲが、このＬＥＤセ
グメントに接続される。
【００２７】
　本発明の１つの実施の形態では、前記入力交流電圧（ＶＤＣ）のより高い電圧値にある
スイッチングしきい値が、前記第２スイッチングしきい値より上に存在することが提唱さ
れている。
【００２８】
　前記方法は、前記第１セグメントＬＥＤ－Ｓ１の順方向電圧を下回ったことを検出でき
、したがってこの第１セグメントＬＥＤ－Ｓ１又は１つの別のセグメントを通じたコンデ
ンサの放電を開始できる。前記コンデンサＣＥＲを充電するためには、前記入力交流電圧
（ＶＤＣ）が、前記第１セグメントＬＥＤ－Ｓ１の前記順方向電圧の値を少なくとも超え
たことが必要である。
【００２９】
　本発明の別の構成では、前記コンデンサが、前記セグメント内に配置された複数のＬＥ
Ｄの一部だけを通じて放電することが提唱されている。
【００３０】
　１つのセグメントの全てのＬＥＤを前記コンデンサの放電電流回路内に接続するという
可能性のほかに、前記方法によれば、このセグメントのこれらのＬＥＤの一部だけが接続
されてもよい。例えば、前記コンデンサＣＥＲに対する電圧ＶＣＥＲが、複数のＬＥＤを
有するこのセグメントの順方向電圧の大きさに到達しないときに、このセグメントのこれ
らのＬＥＤの当該一部だけの接続は有益であり得る。
【００３１】
　以下に、本発明を１つの実施の形態に基づいて詳しく説明する。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
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【図１】「ダイレクトＡＣ　ＬＥＤドライバ」としてのバリエーションにおける従来の技
術にしたがって発光ダイオードを駆動させるための装置の可能な構成を示す。
【図２】「ダイレクトＡＣ　ＬＥＤドライバ」としてのバリエーションにおける従来の技
術にしたがって発光ダイオードを駆動させるための装置の別の可能な構成を示す。
【図３】電流経路をＬＥＤセグメントの順方向電圧に整合させる自動整合によって発光ダ
イオードを駆動させるための本発明の回路装置を示す。
【図４】異なる複数の電圧が印加される別の自動整合によって発光ダイオードを駆動させ
るための本発明の別の回路装置を示す。
【図５】電源の半周期に対する整流された電源電圧の電圧曲線とセグメント電圧の電圧曲
線とのグラフを示す。
【図６】「ブリーダ電流」を自動制御するための回路装置を示す。
【図７】「エネルギー貯蔵コンデンサ」ＣＥＲの充電を自動制御するための回路装置を示
す。
【図８】例えば２つのコンデンサＣＥＲ１及びＣＥＲ２の充電動作及び放電動作を自動制
御するための回路装置を示す。
【図９】電源の半周期に対するコンデンサＣＥＲ１の電圧曲線とコンデンサＣＥＲ２の電
圧曲線とのグラフを示す。
【図１０】図８による電圧曲線の一部を拡大して示す。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　図１及び２には、従来の技術にしたがって発光ダイオード５を駆動させるための装置１
の可能な２つの構成が示されている。それぞれ４つのＬＥＤセグメント６を有するいわゆ
る「ダイレクトＡＣ　ＬＥＤドライバ」が示されている。これらのＬＥＤセグメント６は
、ＬＥＤ－Ｓ１～ＬＥＤ－Ｓ４によって示される。当該アレイ４が、整流された電源電圧
２であるＶＤＣから給電される。この場合、接地側の電流源８であるＩＬＥＤが、定電流
を生成する。
【００３４】
　図１中の構成では、セグメント６が、アレイ４に印加される瞬時電圧に応じて、例えば
ＭＯＳＦＥＴとして構成され得るスイッチング素子ＳＷ１～ＳＷ３によって必要に応じて
短絡される。
【００３５】
　図２による構成では、セグメント端子７が、アレイ４に印加される瞬時電圧に応じて、
スイッチング素子ＳＷ１～ＳＷ３によって、共通の電流源８であるＩＬＥＤに接続される
。制御装置ＣＲＬが、電流を、セグメント６の数に合わせて当該瞬時電圧に適合するよう
に分割するために使用される。電流源８が、瞬時の電源電圧ＶＤＣに応じて変調され得る
。
【００３６】
　以下に、セグメントの順方向電圧に対するスイッチングしきい値の本発明による自動整
合を説明する。
【００３７】
　図３は、当該原理を、それぞれのセグメント６内に任意の数のＬＥＤ５を有するＬＥＤ
アレイ４の３つのセグメント６であるＬＥＤ－Ｓ１～ＬＥＤ－Ｓ３の例を用いて示す。
【００３８】
　これらのセグメント６の数が、任意に増大され得る。このことは、この図ではセグメン
トＬＥＤ－Ｓ３の端子７に対して一点鎖線によって示されている。同様に、ＬＥＤ５の数
も、セグメント６ごとに任意に選択可能である。
【００３９】
　セグメント６のＬＥＤ－Ｓ１の「上方の」ＬＥＤ５の正極が、供給電圧２であるＶＤＣ
、すなわち整流された電源電圧に接続されている。アレイ４の各セグメント６が、第１端
子７及び第２端子７を有する。図３では、第１セグメント６の第１端子が、電圧ＶＤＣに
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接続されている。第１セグメント６の第２端子７が、アレイ４のその次のセグメント６の
第１端子に接続されている。さらに、この第２端子７が、スイッチング手段９，１０，…
に接続されている。
【００４０】
　全てのＬＥＤアレイ６が、接続及び遮断可能なスイッチング手段９，１０を通じて接地
側の共通の電流源８であるＩＬＥＤによって給電される。この電流源８の上方には、例え
ばＭＯＳＦＥＴ，バイポーラトランジスタ又はＩＧＢＴによって構成されたいわゆるカス
コード素子９，１０であるＴＣ１及びＴＣ２が、スイッチング手段として各電流経路ｎに
対して存在する。２つのトランジスタの直列接続が、カスコードと呼ばれる。この場合、
「下段の」（ｎチャネル又はＮＰＮ型の）トランジスタが、制御を請け負う一方で、「上
段の」トランジスタが、絶縁耐力及び／又は出力インピーダンスを増大させるために使用
される。
【００４１】
　したがって、ｎ個の段が、当該駆動装置内に構成される。この駆動装置は、それぞれ１
つのｎ番目のＬＥＤセグメント６と少なくとも１つのｎ番目のスイッチング手段９又は１
０とを有する。第１段が、アレイ４の第１セグメント６と第１スイッチング手段９とを有
する。さらに、この第１スイッチング手段９を駆動させる素子が存在してもよい。図３の
例では、当該素子は、第１比較器又は増幅器１１であるＡＭＰ１である。
【００４２】
　カスコード素子９，１０が、電流源８に印加される電圧ＶＱを制限し、瞬時の電源電圧
ＶＤＣとＬＥＤアレイ４の能動セグメント６の順方向電圧との差の一部を印加される。当
該カスコード素子９，１０に印加されたゲート電圧又はバイアス電圧ＶＧＣが、最大電圧
ＶＱを決定する。スイッチングしきい値の自動整合のためには、この電圧を低く保持する
ことが好ましい。
【００４３】
　電源電圧２であるＶＤＣが、セグメント６であるＬＥＤ－Ｓ１の順方向電圧より低い電
圧から上昇を開始すると、当該順方向電圧の到達時に、最初に、電流が、このセグメント
６であるＬＥＤ－Ｓ１に通電し始める。電流源８によって制限された電流が通電され、電
圧ＶＱが、カスコード素子９，１０によって制限された値に到達すると、電源電圧２であ
るＶＤＣのさらなる上昇時に、セグメント電圧ＶＳ１が上昇する一方で、当該電圧ＶＱは
ほぼ一定に保持される。
【００４４】
　最初は、電流が、セグメント６であるＬＥＤ－Ｓ２に通電せず、セグメント電圧ＶＳ２
が、電圧ＶＱにほぼ一致する。電圧ＶＤＣが、セグメント６であるＬＥＤ－Ｓ１の順方向
電圧とセグメント６であるＬＥＤ－Ｓ２の順方向電圧との合算値に到達すると、セグメン
ト６であるＬＥＤ－Ｓ２も通電を開始し、当該電流が、第１電子スイッチ９であるＴＣ１
と第２電子スイッチ１０であるＴＣ２とに分岐する。さらに、当該合算電流は、共通の電
流源８であるＩＬＥＤによって決定される。電源電圧２であるＶＤＣがさらに上昇すると
、電圧ＶＳ２が、当該電圧ＶＱより高く上昇する。この上昇は、セグメント６であるＬＥ
Ｄ－Ｓ２が通電状態にあり、第１電子スイッチ９であるＴＣ１を通じた電流経路が遮断さ
れ得ることを示す。当該遮断は、例えば増幅器又は比較器１１によって実行され得る。こ
の増幅器又は比較器１１の比較値が、設定可能な値だけ当該電圧ＶＱより上に存在する。
スイッチング点の周りでの振動を回避するため、比較器１１にヒステリシスを持たせるこ
とが好ましい。このことは、比較的高い抵抗のＭＯＳＦＥＴが、カスコード素子９，１０
として使用されるときに特に有益である。バイポーラトランジスタを使用する場合、当該
バイポーラトランジスタのベース電流を制限する必要がある。
【００４５】
　スイッチング動作によって発生し得るノイズ放射を回避するため、例えば、増幅器又は
比較器の代わりに例えば緩やかに増大する簡単な反転器による緩やかな遮断が好ましい。
【００４６】
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　図４に示されているように、制御電圧ＶＧ２＞ＶＧ１が印加されることによって、第１
電子スイッチ９であるＴＣ１を切り換えることなしに、電流を第２電子スイッチ１０であ
るＴＣ２に通電を引き継ぐことが、同様に可能である。セグメント６であるＬＥＤ－Ｓ２
が、通電状態になると、第２電子スイッチ１０であるＴＣ２が、電圧ＶＱを上昇させ、第
１電子スイッチ９であるＴＣ１が、自動的に切り換えられる。しかしながら、第１電子ス
イッチ９であるＴＣ１が、確実に遮断するように、第２基準電圧１４であるＶＧ２と第１
基準電圧１３であるＶＧ１との電圧差を十分に大きくする必要がある。このことは、特に
、比較的高い抵抗のＭＯＳＦＥＴを組み込んで使用するときに配慮する必要がある。
【００４７】
　より多数の「ｎ個」のＬＥＤセグメントの場合、制御ゲート電圧ＶＧ１～ＶＧｎが、著
しいばらつきが発生し得る。それ故に、計量調整された駆動電圧によって先行する電流経
路を遮断することが好ましい。
【００４８】
　ＬＥＤアレイ４が、２つより多いセグメント６から構成される場合、上記の動作が、電
源電圧２であるＶＤＣのさらなる上昇時に、後続する段又は電流経路ｎ＋１，ｎ＋２…等
に対して繰り返される。当該アレイ４の「最後の」セグメント６に対しては、カスコード
素子９，１０が絶対に必要ではないものの、このカスコード素子９，１０は、電圧ＶＱを
制限するために回路技術的に好ましい。この最後のカスコード素子９，１０は、切り換え
られる必要はない。図３には、２つのカスコード素子９及び１０が例示されている。
【００４９】
　電源電圧２であるＶＤＣがその振幅を超え、さらに当該電圧が低下した後に、カスコー
ド素子９，１０が、同じ回路によって逆の順序で当該瞬時電圧に応じて新たに作動される
。
【００５０】
　図５は、同じ数のＬＥＤ５を有する４つのセグメント６から構成されるＬＥＤアレイ４
の例における電源の１つの半周期内の電圧曲線を示す。電源側の交流電圧２の零通過付近
の領域内では、ＬＥＤ５が駆動されず、ＬＥＤ電流が通電されないことが図示されている
。１つの正の半波のさらなる時間経過中に、セグメント６であるＶＬＥＤ－Ｓ１内のＬＥ
Ｄ５の順方向電圧が達成され、電流が、このセグメント６であるＶＬＥＤ－Ｓ１に通電す
る結果、このセグメント６が発光するまで、電源電圧２であるＶＤＣが上昇する。この正
の半波のさらなる時間経過中に、セグメント６であるＶＬＥＤ－Ｓ１内のＬＥＤ５の順方
向電圧と、セグメント６であるＶＬＥＤ－Ｓ２内のＬＥＤ５の順方向電圧とが達成される
まで、この電源電圧２であるＶＤＣがさらに上昇する。電流が、この時点以降にこのセグ
メント６であるＶＬＥＤ－Ｓ２にも通電し、このセグメント６であるＶＬＥＤ－Ｓ２が、
同様に発光する。
【００５１】
　この動作は、全てのセグメント６であるＶＬＥＤ－Ｓ１～ＶＬＥＤ－Ｓ４が通電されて
発光するまでを図示されている。電源電圧２であるＶＤＣが、その最大値に到達した後に
、この電源電圧２であるＶＤＣは、正弦波状に低下する。その結果、セグメント６である
ＶＬＥＤ－Ｓ４の順方向電圧がもはや達成されない。したがって、このセグメント６であ
るＶＬＥＤ－Ｓ４内の電流の通電が遮断される結果、このセグメント６であるＶＬＥＤ－
Ｓ４が遮断される。次いで、セグメント６であるＶＬＥＤ－Ｓ３、セグメント６であるＶ
ＬＥＤ－Ｓ２及びセグメント６であるＶＬＥＤ－Ｓ１が順々に遮断される。これにより、
電流が、アレイ４にもはや通電されない。
【００５２】
　アプリケーションをロードするためには、同じ種類のセグメント６を有する構成が好ま
しいものの、本発明の方法の機能性の前提条件ではない。電流源８による電圧降下ＶＱは
、より良好な理解のために当該図では省略されている。
【００５３】
　図３，４及び６には、制御入力部を有する定電流原が示されている。定電流が、この制
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御入力部によって制御可能である。すなわち、入力電圧２であるＶＤＣを用いることで、
当該定電流源の電流変化が、整流されたパルス状の当該入力電圧ＶＤＣの例えば正弦波状
の電流変化に任意の方法で適合され得る。この適合は、有害な高調波を減少させることに
よっていわゆる力率を改善する。
【００５４】
　位相点弧方法（トライアック）又は位相消弧方法（ＭＯＳＦＥＴ又はＩＧＢＴ）によっ
て作動する調光器を使用してＬＥＤの発光を操作するためには、電源電圧の１つの半波内
の導通角を決定するコンデンサを充電するように、電流経路が提供される必要がある。
【００５５】
　上記の回路１は、第１ＬＥＤセグメント６の順方向電圧が達成されたときに初めて電流
を通電させ、このときに初めて、導通期間を決定するコンデンサが充電され得る。それ故
に、さらなる手段がないと、調光器によって達成可能な最大導通角が狭まる。この狭まり
を回避するため、追加の電流経路を設けることが好ましい。電源電圧ＶＤＣが、第１セグ
メント６、例えばＬＥＤ－Ｓ１の順方向電圧より低いときでも、この追加の電流経路は、
既に能動状態にある。
【００５６】
　この電流は、「ブリーダ電流」と呼ばれる。何故なら、この電流は、ＬＥＤ５自体を駆
動させるために使用されないからである。図６では、図４による回路が、カスコード素子
又はスイッチング素子１６であるＴＣＢＬと、比較器又は増幅器１５であるＡＭＰＢＬと
だけ同じ原理にしたがって拡張されてある。したがって、電源電圧ＶＤＣが、セグメント
６であるＬＥＤ－Ｓ１の順方向電圧を超えるまで、当該「ブリーダ電流」が通電する。す
なわち、電圧ＶＳ１が上昇し、比較器１５であるＡＭＰＢＬが、「ブリーダ経路」を停止
状態にする。スイッチング素子１６であるＴＣＢＬが能動状態にある間は、電流源８であ
るＩＬＥＤが、当該「ブリーダ電流」を提供する。
【００５７】
　上記の接続形態の極性が反転されてもよい。すなわち、このとき、電流源８が、供給電
圧（ＶＤＣ）の正極２に接続されていて、「一番下の」ＬＥＤ５の負極が、この供給電圧
の負極（ＧＮＤ）に接続されていてもよい。同様に、「高い側の」電流源が、接地側の電
流センサによって制御され得るか又は浮遊電位式の電流センサによって制御されてもよい
。
【００５８】
　以下に、図７の回路装置を使用してＬＥＤの駆動時にいわゆる電力需給ギャップを本発
明にしたがって埋めることを記す。
【００５９】
　既に説明したような電源電圧２であるＶＤＣの上昇時に、カスコード素子９が、電流を
電流源８であるＩＬＥＤに通電させると、電流が、その次のカスコード素子１０に通電す
るまで、この電流源８であるＩＬＥＤの電圧降下が、当該電源電圧ＶＤＣと１つ又は複数
の能動セグメント６（ＬＥＤ－Ｓ１，…）の合算電圧とからの差に応じて増大する。した
がって、このカスコード素子９の線形領域内の電流の通電が、コンデンサ１７を充電する
ために使用され得る。ＬＥＤセグメント６内の合算電流と電流に通電とが損なわれること
なしに、当該充電電圧が、「その次の」セグメント６（例えば、ＬＥＤ－Ｓ２）の順方向
電圧に達し得る。この充電動作は、個々の又は複数のカスコード素子９，１０に対して、
図７に示されていない、対応する複数のコンデンサ１７によって実行されてもよい。
【００６０】
　コンデンサ１７が、電源電圧ＶＤＣの立ち上がりエッジ時にその次のセグメント６（例
えば、ＬＥＤ－Ｓ２）の順方向電圧まで充電されなかった場合、当該瞬時電圧ＶＤＣとこ
のコンデンサ１７に対する電圧との電圧差が、当該コンデンサ１７自体に対する電圧より
依然として大きい限り、このコンデンサ１７は、この電源電圧ＶＤＣの立ち下りエッジ時
にさらに充電され得る。
【００６１】
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　好ましくは、セグメント６のＬＥＤ５を駆動させるための「本来の」電流経路とコンデ
ンサ１７又は別のコンデンサ１７を充電するための電流経路との間で電流を分割すること
は、ＬＥＤセグメント６の順方向電圧に対する自動整合に関して上述したのと同じ方法で
実行される。
【００６２】
　当該コンデンサ１７が、変動する電圧を伴うセグメントのように動作する。図７は、「
エネルギー貯蔵」コンデンサＣＥＲと２つのＬＥＤセグメントＬＥＤ－Ｓ１及びＬＥＤ－
Ｓ２とに適合する回路図である。電源電圧ＶＤＣが、第１セグメント６であるＬＥＤ－Ｓ
１の順方向電圧を超えた後に、電圧ＶＳ１が上昇し、当該コンデンサ１７が、第３スイッ
チ２０であるカスコード素子ＴＣＣによって充電される。電源電圧ＶＤＣが、コンデンサ
１７であるＣＥＲに対する電圧より急速に上昇する限り、ノード１９であるＶＣＥＲの電
位も上昇され、第１制御装置１１であるＡＭＰ１が、第１電子スイッチ９であるＴＣ１を
遮断し、電流源８であるＩＬＥＤの全ての電流が、当該コンデンサ１７であるＣＥＲを充
電するために使用される。
【００６３】
　電源電圧ＶＤＣの上昇が、十分に急峻でない場合、すなわち、全ての電流が、コンデン
サ１７であるＣＥＲに通電できる場合、ノード１９であるＶＣＥＲの電圧が減少し、第１
電子スイッチ９であるＴＣ１が、能動状態になる。この場合、例えば、第３電子スイッチ
２０であるＴＣＣと第１電子スイッチ９であるＴＣ１との間の電流のトグル動作を回避す
るためには、カスコード素子として構成された電子スイッチ９，１０及び２０の線形駆動
が、比較器による電子スイッチに比べて非常に有益である。
【００６４】
　電源電圧ＶＤＣが、セグメント６であるＬＥＤ－Ｓ１の順方向電圧とセグメント６であ
るＬＥＤ－Ｓ２の順方向電圧との合算値に到達すると、電圧ＶＳ２が上昇し、コンデンサ
１７であるＣＥＲの充電動作が中止される。第１電子スイッチ９であるＴＣ１が、既に遮
断されたか又はノード１９であるＶＣＥＲの電圧の上昇によって遮断される。必要ならば
、電圧ＶＳ２が、当該第１電子スイッチ９であるＴＣ１を遮断するためにさらに使用され
てもよい。
【００６５】
　全てのＬＥＤセグメント６が、能動状態にある場合は、１つのコンデンサが、交流入力
電圧ＶＤＣと当該複数のセグメントＶＬＥＤ（ＶＬＥＤ＝ＶＬＥＤ－Ｓ１＋ＶＬＥＤ－Ｓ

２＋ＶＬＥＤ－Ｓ３＋　…　＋ＶＬＥＤ－Ｓｘ）の順方向電圧の合算値との差から充電さ
れ得る。振幅領域内の電源電圧の変化が非常に緩やかであるために、１つのコンデンサ（
例えば、コンデンサ１７であるＣＥＲ）を充電するために提供される期間が比較的長いの
で、このときに、比較的多くの電荷が、このコンデンサに蓄積され得る。
【００６６】
　その次のＬＥＤセグメント６（例えば、ＬＥＤ－Ｓ２）が能動状態になるときに、１つ
のコンデンサ（例えば、コンデンサ１７）の充電動作を停止することが絶対に必要ではな
い。むしろ、１つのコンデンサ１７が、２つ又はそれより多いセグメント６に対して並列
に充電されてもよい。さらに、このことは、回路の複雑さを単純にするものの、ＩＬＥＤ
の全ての電流の波形に対する「フリッカー値」、すなわち光束の相対リプルを増大させる
。
【００６７】
　図８に示されている構成では、この第１コンデンサ１７のほかに、第２コンデンサ１８
が、回路内にさらに配置されていて、上述したように充電される。
【００６８】
　コンデンサ１７内に又はコンデンサ１７及びコンデンサ１８内に蓄積されたエネルギー
の一部が、２倍になった電源周波数によって発生する光束のリプルを減少させるために使
用され得る、特に、電源電圧ＶＤＣが、個々のセグメント６（ＬＥＤ－Ｓ１）の順方向電
圧より下に低下したときに発生する電力需給ギャップを埋めるために使用され得る。この
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ため、当該コンデンサの電圧が、少なくとも１つのＬＥＤセグメント６の順方向電圧より
高いことが必要である。回路の設計によっては、これらのコンデンサ１７，１８を放電動
作中に互いに直列に接続することが必要になり得る。
【００６９】
　図８は、４つのセグメント（ＬＥＤ－Ｓ１～ＬＥＤ－Ｓ４）と２つのコンデンサ１７及
び１８とを有する可能な回路装置を示す。これらのコンデンサ１７及び１８は、順次に充
電され、電力需給ギャップを埋めるために直列に接続されて放電される。表記を簡略化す
るため、図８では「ブリーダ電流」が考慮されていない。当然に、図６から既知のこの回
路部分が、当該図８の回路装置内で使用されてもよい。
【００７０】
　まず、電源電圧ＶＤＣが上昇するにつれて、カスコード素子９，１０及び２１であるＴ
Ｃ１，ＴＣ２及びＴＣ３が順々に導通され、定電流源８であるＩＬＥＤの電流が、セグメ
ント６であるＬＥＤ－Ｓ１、ＬＥＤ－Ｓ１＋ＬＥＤ－Ｓ２及びＬＥＤ－Ｓ１＋ＬＥＤ－Ｓ
２＋ＬＥＤ－Ｓ３に同じ順序で通電する。電圧ＶＳ３が、コンデンサ１７であるＣＥＲ１
の、依然として保持されている電圧とダイオード２２であるＤ１のダイオード順方向電圧
とを加算した電圧に到達すると、充電電流が、このコンデンサ１７であるＣＥＲ１内に供
給され、当該電源電圧ＶＤＣのさらなる上昇につれて、このコンデンサＣＥＲ１に対する
電圧ＶＣＥＲ１も上昇する。制御装置２３であるＡＭＰ３が、第４スイッチ２１であるＴ
Ｃ３を切り換え、電流源８であるＩＬＥＤの全ての電流が、第１コンデンサ１７であるＣ
ＥＲ１を充電するために使用される。
【００７１】
　上記の動作のための前提条件は、電源電圧の変化ｄＶＤＣ／ｄｔが、電流源８であるＩ
ＬＤＥにおける変化ｄＶＣＥＲ１／ｄｔより大きいことである。したがって、コンデンサ
１７であるＣＥＲ１を十分大きく選択することが必要である。この条件が満たされないと
きは、電流源８であるＩＬＥＤの電流が、カスコード素子２１であるＴＣ３とカスコード
素子２０であるＴＣＣ１との間で分割され、ｄＶＣＥＲ１／ｄｔとｄＶＤＣ／ｄｔとが等
しいときに相当する電流だけが、コンデンサ１７であるＣＥＲ１を充電するために使用さ
れる。しかし、複数のセグメント６の複数のＬＥＤ５の通電は、当該充電によって影響を
受けない。
【００７２】
　電源電圧ＶＤＣのさらなる上昇後に、セグメント６であるＬＥＤ－Ｓ４の順方向電圧も
越えられると、コンデンサ１７であるＣＥＲ１の充電動作が、制御装置２４であるＡＭＰ
Ｃ１と第３電子スイッチ２０であるＴＣＣ１とのスイッチング動作によって終了される。
コンデンサ１８であるＣＥＲ２に発生する電圧とダイオード２５であるＤ２のダイオード
順方向電圧とを加算した電圧に到達するまで、第５電子スイッチ２６であるＴＣ４が、電
流源８であるＩＬＥＤの電流を通電する。それ故に、第４電子スイッチ２１であるＴＣ３
と第３電子スイッチ２０であるＴＣＣ１とに対して上述されている動作が、カスコード素
子２６であるＴＣ４内とカスコード素子２７であるＴＣＣ２内とで繰り返され、コンデン
サ１８であるＣＥＲ２が充電される。ダイオード２５であるＤ２を遮断する程度まで、電
源電圧ＶＤＣが、その振幅を超えた後に新たに低下するときに、この充電動作は終了され
る。その後に、第５電子スイッチ２６であるＴＣ４が、電流源８であるＩＬＥＤの電流を
再び通電する。カスコード素子２７であるＴＣＣ２は、作動される必要がないが、連続し
て作動されてもよい。このことは、例えば、このＭＯＳＦＥＴスイッチ２７のゲートが、
電圧ＶＧＣに接続されることによって達成され得る。当該ダイオード２２及び２５である
Ｄ１及びＤ２は、電源電圧ＶＤＣの立ち下がりエッジ時にコンデンサである１７及び１８
であるＣＥＲ１及びＣＥＲ２の放電を回避する。
【００７３】
　当該コンデンサである１７及び１８であるＣＥＲ１及びＣＥＲ２内に蓄積された電荷が
、例えば、電源電圧ＶＤＣが、セグメント６であるＬＥＤ－Ｓ１の順方向電圧の範囲内に
低下した直後に、又は当該順方向電圧より下に低下した直後にセグメント６であるＬＥＤ
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－Ｓ４に電流を通電するために使用される。このために必要な制御信号が、「ブリーダ電
流」の制御で既に上述し、対応する図６に示された方法と同じ方法で取得される。
【００７４】
　１つの構成では、場合によっては、エネルギー貯蔵を制御するための比較器／増幅器２
８であるＡＭＰＥＲと、「ブリーダ電流」用の比較器／増幅器１５であるＡＭＰＢＬとが
、１つの装置に統合されてもよい。レベル整合段２９が、制御信号ＣＲＬＥＲによってス
イッチング素子３０であるＴＥＲを制御する。このスイッチング素子３０であるＴＥＲは
、コンデンサ１７であるＣＥＲ１とコンデンサ１８であるＣＥＲ２とを直列に接続する。
このとき、セグメント６であるＬＥＤ－Ｓ４が、当該両コンデンサ１７及び１８の合算電
圧から給電される。当該電流は、電流源３１であるＩＥＲによって決定される。この電流
源３１であるＩＥＲは、放電経路内の任意の場所に配置され得る。スイッチング素子３０
であるＴＥＲによって直列に接続されたコンデンサ１７及び１８の放電が、当該第１コン
デンサ１７の第１端子から開始して、セグメント６であるＬＥＤ－Ｓ４のＬＥＤ５と第５
電子スイッチ２６であるＴＣ４と第６電子スイッチ２７であるＴＣＣ２とを経由して、当
該第２コンデンサ１８であるＣＥＲ２の第２端子まで実行され、そしてこの第２コンデン
サ１８の第１端子から、電流源３１であるＩＥＲとスイッチング素子３０であるＴＥＲと
をさらに経由して、当該第１コンデンサ１７の第２端子まで実行される。
【００７５】
　特に集積化の課題を解決するためには、電流源３１であるＩＥＲとスイッチング素子３
０であるＴＥＲとを回路技術的に統合することが有益であり得る。
【００７６】
　図９には、コンデンサ１７とコンデンサ１８とが、互いに直列に接続されているときの
、このコンデンサ１７であるＣＥＲ１の電圧曲線及びこのコンデンサ１８であるＣＥＲ２
の電圧曲線並びに合算電圧（ＶＣＥＲ１＋ＶＣＥＲ２）が例示されている。
【００７７】
　当該図９の背景には、図５から既知であるようなセグメント電圧（ＶＤＣ，ＶＳ１，Ｖ
Ｓ２，ＶＳ３及びＶＳ４）が示されている。より良好に理解するため、図１０には、図９
による電圧時間曲線の下の領域の一部だけが示されている。
【００７８】
　この例によれば、コンデンサ１８であるＣＥＲ２が、コンデンサ１７であるＣＥＲ１よ
り大きいと仮定してある。しかし、この仮定は、本発明の回路装置の機能に対する要件で
はない。
【００７９】
　最低の供給電圧ＶＤＣ時に、放電動作の終わりの合算電圧が、セグメント６であるＬＥ
Ｄ－Ｓ４の順方向電圧より依然として高いように、放電電流用の定電流源３１であるＩＥ
Ｒが設計されなければならない。その結果、電力が、電力需給ギャップの全ての期間にわ
たって最大レベルで一定に保持され、ＬＥＤ５の選択された接続形態に対する回路装置の
効率が最大になることが保証される。
【００８０】
　供給電圧ＶＤＣが、より高いと、より多くの電荷が、コンデンサ１８であるＣＥＲ２内
に蓄積され得るので、当該供給電圧ＶＤＣの高さに応じて、又は当該供給電圧ＶＤＣとＬ
ＥＤアレイ４の順方向電圧との間の電圧差に応じて、電流源３１であるＩＥＲの電流を制
御することも有益である。
【００８１】
　例としては、セグメント６であるＬＥＤ－Ｓ１が通電されるように、電源電圧ＶＤＣが
再び十分に高いときに、放電動作が終了する。電流源８であるＩＬＥＤの電流が、「力率
」を改善するために、すなわち電源電流内の高調波成分を減少させるために制御されると
きに、及び、セグメント６であるＬＥＤ－Ｓ１内の電流が、最初は、電流源３１であるＩ
ＥＲの電流より小さいときに、当該２つの観点から延長された放電動作が有益である。コ
ンデンサ１７及び１８であるＣＥＲ１及びＣＥＲ２内に供給可能な電荷が制限されている
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ならない。
【００８２】
　上記の動作は、電源電圧の半周期ごとに繰り返される。
【００８３】
　別の実施の形態を以下に記す：
・少なくとも１つのＬＥＤセグメント６をさらに分割すること。その結果、個々のコンデ
ンサ１７の電圧が、当該部分セグメントに通電するのに十分である。
・１つのＬＥＤアレイ４の複数のセグメント６の異なる複数の順方向電圧。その結果、個
々のコンデンサ１７の電圧が、より低い順方向電圧を有する１つのセグメント６に通電す
るのに十分である。
・エネルギー貯蔵回路から通電される独立した１つのＬＥＤ５又はＬＥＤアレイ４。
・最後のＬＥＤセグメント６とは違う別のＬＥＤセグメント６に通電するためのエネルギ
ー貯蔵回路を使用すること。
【符号の説明】
【００８４】
１　　発光ダイオード駆動装置
２　　入力部
３　　出力部
４　　発光ダイオードアレイ
５　　発光ダイオード
６　　セグメント
７　　接点／端子
８　　定電流源
９　　第１電子スイッチ
１０　第２電子スイッチ
１１　第１制御装置
１２　第２制御装置
１３　第１基準電圧
１４　第２基準電圧
１５　「ブリーダ電流」用の比較器／増幅器　ＡＭＰＢＬ
１６　スイッチング素子　ＴＣＢＬ
１７　第１充電コンデンサ　（ＣＥＲ　又は　ＣＥＲ１）
１８　第２充電コンデンサ　（ＣＥＲ２）
１９　ノード　ＶＣＥＲ
２０　第３電子スイッチ
２１　第４電子スイッチ
２２　ダイオード　Ｄ１
２３　第３制御装置
２４　第４制御装置
２５　ダイオード　Ｄ２
２６　第５電子スイッチ
２７　第６電子スイッチ
２８　比較器／増幅器　ＡＭＰＥＲ
２９　レベル整合段
３０　スイッチング素子　ＴＥＲ
３１　電流源　ＩＥＲ
３２　スイッチオンしきい値
３３　第２スイッチングしきい値
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